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次性に QT間隔の延長が起こることが知られている．胎児でも QT間隔と T波の変化が fetal hy-
poxiaまたは acidosisに関係していることを示した複数の報告があり16～19），胎児心電図における T
波の検出は重要な課題である．しかしながら，胎児心電図における T波の検出は困難を伴うこと
が多い．その理由は T波の低振幅，T波の on setと terminal pointの不確かさ，外部の電気的干渉
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計測データ  解析データ 






列はQRS complexを加算平均して得られた averaged fECG waveformと各パラメータの値を表す．
仙台赤十字病医誌　Vol. 23, No. 1, 20148




















































































1 23   –  – 94 0.350 114.7 心室性期外収縮　ASD　VSD　
先天性横隔膜ヘルニア　染色体異常
2 36 64.5  89.5 54.8 0.446+ 149.3 心奇形（単心房　総肺静脈還流異常症
肺動脈閉鎖）
3 33 65 155+ 79.6 0.445+ 136.4 心拡大（拡張型心筋症）　心不全
4 38 56  97 54 0.479+ 157.1 子宮内胎児発育遅延　羊水過少症
5 35 70 112 49 0.476+ 138.9 心房性期外収縮
6 24 37.8  79.5 55.7 0.518+ 143.2 非免疫性胎児水腫　子宮内胎児死亡
7 20  –  – 62.6 0.482+  87+ 非免疫性胎児水腫　子宮内胎児死亡
8 28 55.7 104.5 55.7 0.407 151.1 心室性期外収縮　ファロー四徴症
9 21 69 132+ 77 0.351 148.5 心房性期外収縮
10 24 55 135+ 39 0.321 148.9 心房性期外収縮
11 29 50 140+ 44 0.367 148.9 胎児徐脈
12 23 49 133+ 62 0.413 132.5 子宮内胎児発育遅延　胎児腹水　羊水過多





認めた．1症例では PR間隔と QTcの延長を同時に認めた．PR間隔と QTcのいずれも正常値であっ
た 2症例では心電図波形で心室性期外収縮を認めた．
一絨毛膜二羊膜性双胎（MD双胎）においても興味深いデータが得られているので紹介する．妊






て静脈管 PIと QT時間が，臍帯動脈 PIと PR/RRがいずれも相関することが示された（r=0.552，
p=0.041，r=0.654，p=0.011）（図 5）26）．
では，機械としての精度はどの程度なのかということについてもデータを示しておきたい．1つ
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図 4. 単体とMD双胎（非 TTTS，TTTS）における心電図の比較
 （a）単 ，MD双胎（非 TTTS，TTTS）の QT時間（p=0.002）．（b）単胎，MD双胎（非 TTTS，
TTTS）の QTc（p=0.0002）．（c）単胎，MD双胎（非 TTTS，TTTS）の PR時間（p=0.019）．（d）
単胎，MD双胎（非 TTTS，TTTS）の PR/RR（p=0.012）









図 5. TTTS受血児の超音波ドプラ法による血流計測と QT時間，PR/RRの関係




図6 図 6. 分娩第 1期における母体腹壁誘導胎児心電図と頭皮電極胎児心電図から得られた心拍数の比較






















 赤がドプラ法，青が腹壁誘導胎児心電図を表す．b）ではドプラ法の心拍数は 30 bpm低く表示
している．両者の相関係数は 0.970であり，胎児心電図のほうが明らかに心拍数細変動が多く認
められる．
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